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S18b BL Lac天体「Mkn421」の多波長同時観測 (1994&1995)
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BL Lac 天体Mkn421は電波から TeVγ線領域まで実に 17桁におよぶ多波長領域で観測されている唯一の系外天体であ
る。BL Lac天体は OVV QSOと並び激しい変動性を示す Blazarに分類されており、これまで 1994年と 1995年に多波長
同時観測が行なわれてきた。
1994年にはWhipple Cherenkov Observatoryにより TeVγ線領域でフレアが見られた直後にX線天文衛星ASCAでは
半日で強度が半減する現象が見られ、X線と TeVγ線に相関があることが示唆された。1995年では２週間にわたって 13
桁に及ぶ波長帯で同時に変動していることが確認され、各波長の放射が非常に近い領域から出ていることが明らかになっ
た。ただし、変動強度は X線と TeVγ線で同程度でもっとも大きく、EUV,Optical(R band,B band)では変動幅は小さい
ものであった。観測された X線と TeVγ線での強度変化の相関は、X線領域に Synchrotron放射している高エネルギー電
子が TeVγ線の輻射にも関与していることを示唆している。
また 1995年のフレア中の X線スペクトルは減光とともに softになり、power lawの折れ曲がりの位置が低エネルギー側
に移動する現象が見られた。これらを opticalや EUVの dataと合わせることでフレアの際の Synchrotron spectrumを再
構築することができ、TeVγ線放射との相関をより明確にする。
こうした結果をふまえ、本発表では X線と TeVγ線の強度変化の相関について議論する。1994年と 1995年の多波長同
時観測の結果は、Blazarの輻射機構に強い制限を与えるものとして注目に値する。


